
請

願

第

一

二

号 

  
 

 
「

物

価

ス

ラ

イ

ド

特

例

分

の

解

消

」

を

理

由

と

す

る

年

金

二

・

五

％

減

額

改

定

を

実

施

し

な

い

こ

と

を

求

め

る

意

見

書

の

提

出

に

関

す

る

請

願 

 

主 

旨 年

金

の

特

例

水

準

解

消

を

理

由

と

す

る

二

・

五

％

減

額

改

定

を

実

施

し

な

い

こ

と

を

求

め

る

意

見

書

を

政

府

な

ら

び

に

関

係

省

庁

に

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。 

  

理 

由 日

夜

熊

本

市

民

の

生

活

と

安

全

に

、

ご

尽

力

頂

い

て

い

る

こ

と

に

感

謝

と

敬

意

を

表

し

ま

す

。 

今

年

十

月

か

ら

年

金

支

給

額

が

一

％

引

き

下

げ

ら

れ

ま

し

た

。
「

年

金

の

特

例

水

準

」

と

し

て

、

二

〇

〇

〇

年

か

ら

三

年

間

物

価

は

下

が

っ

た

が

、

高

齢

者

の

生

活

実

態

と

日

本

経

済

へ

の

影

響

を

考

慮

し

て

、

年

金

額

は

据

え

置

く

、

こ

れ

の

解

消

は

物

価

上

昇

の

な

か

で

行

う

、

と

し

ま

し

た

。 

物

価

が

下

が

っ

た

と

言

い

ま

す

が

、

生

活

必

需

品

は

む

し

ろ

高

騰

し

、

年

金

生

活

者

の

家

計

に

大

き

な

負

担

と

な

っ

て

い

る

社

会

保

険

料

の

引

き

上

げ

も

進

ん

で

い

ま

す

。

高

齢

者

の

生

活

実

態

は

二

〇

〇

〇

年

当

時

に

比

べ

、

却

っ

て

深

刻

さ

を

増

し

て

い

ま

す

。

ま

し

て

、

今

年

六

月

か

ら

四

ヶ

月

連

続

で

、

消

費

者

物

価

指

数

は

上

昇

を

続

け

て

い

ま

す

。

来

年

四

月

か

ら

消

費

税

増

税

が

実

施

さ

れ

る

な

ら

、

物

価

は

さ

ら



に

上

昇

す

る

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

高

齢

者

に

と

っ

て

は

、

年

金

は

下

げ

ら

れ

、

物

価

は

上

が

る

、

消

費

税

も

上

が

る

、

ま

さ

に

悪

魔

の

ト

リ

プ

ル

パ

ン

チ

を

浴

び

せ

ら

れ

る

状

況

で

す

。 

「

特

例

水

準

」

の

解

消

は

、

政

府

が

言

っ

て

い

た

よ

う

に

物

価

上

昇

分

で

解

消

す

べ

き

で

、

物

価

上

昇

を

続

け

て

い

る

現

況

を

踏

ま

え

、

年

金

支

給

額

の

引

き

下

げ

の

実

施

は

凍

結

す

る

の

が

妥

当

で

あ

る

と

考

え

ま

す

。

ま

た

、

こ

の

解

消

に

あ

た

り

、

マ

ク

ロ

経

済

ス

ラ

イ

ド

の

調

整

率

を

導

入

す

る

こ

と

は

、

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

こ

と

と

考

え

ま

す

。 

九

月

市

議

会

へ

の

請

願

理

由

で

も

述

べ

ま

し

た

が

、

熊

本

市

に

お

け

る

二

〇

一

二

年

度

の

年

金

受

給

額

は

国

民

、

厚

生

、

共

済

三

年

金

で

合

計

二

三

六

六

億

円

と

さ

れ

ま

す

が

、

そ

の

二

・

五

％

減

額

は

約

六

〇

億

円

と

な

り

ま

す

。

年

金

は

、

そ

の

殆

ん

ど

が

生

活

消

費

に

回

る

こ

と

か

ら

、

市

内

の

消

費

経

済

、

と

く

に

街

角

の

零

細

商

店

に

大

き

な

ダ

メ

ー

ジ

を

与

え

る

こ

と

は

必

至

で

す

。

政

府

は

、

二

・

五

％

減

額

に

止

ま

ら

ず

、

引

続

き

一

〇

年

以

上

の

長

期

に

わ

た

り

マ

ク

ロ

経

済

ス

ラ

イ

ド

の

デ

フ

レ

下

で

の

発

動

を

表

明

し

て

お

り

、

そ

の

調

整

率

は

一

・

二

％

以

上

に

な

る

と

も

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

実

施

さ

れ

る

な

ら

、

二

〇

二

五

年

に

は

市

内

だ

け

で

三

四

三

億

円

以

上

の

年

金

額

が

失

わ

れ

、

市

民

経

済

に

大

き

な

影

響

を

与

え

ま

す

。

の

み

な

ら

ず

、

多

く

の

年

金

受

給

者

の

生

存

権

も

脅

か

す

違

憲

状

態

を

生

み

、

公

的

年

金

制

度

へ

の

国

民

の

信

頼

を

一

層

失

わ

せ

て

、

制

度

の

崩

壊

も

危

惧

さ

れ

ま

す

。 

市

議

会

に

お

か

れ

ま

し

て

も

、

大

方

の

年

金

受

給

者

の

苦

し

い

生

活

実

態

を

直

視

し

て

頂

き

、

同

時

に

市

民

経

済

も

考

慮

し

て

、

政

府

に

対

し

て

「

特

例

水

準

」

解

消

に

よ

る

年

金

二

・

五

％

減

額

の

実

施

を

や

め

る

こ

と

を

求

め

る

意

見

書

を

提

出

し

て

頂

き

た

く

、

請

願

し

ま

す

。 



 

二

〇

一

三

年

十

二

月

五

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

紹

介

議

員 
 

益 

田 

牧 
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熊

本

市

議

会

議

長 

 
 

 
 

齊 

藤 

聰 

殿 

      


